
　キッスコンは合成樹脂を主成分としたエマルジョンタイプのコンクリート

用打継処理剤です。連続打継の際、先打ちコンクリート打設後に塗布すること

で表面に被膜を形成する為、ノロによる影響を防ぎ、洗浄、脆弱部の除去（レイ

タンス処理）を必要としません。新旧打継時においても効果を発揮します。

作業性バツグン！

　　新旧打継でも使用可能
　旧コンクリート表面の洗浄、脆弱部の除去を行うことにより、

使用が可能です。

　　目視にて塗布状況の確認が可能　
　製品に着色している為、均一に塗布されているか目視にて確

認できます。又、硬化後には透明となり、その他構造物を汚す心

配はありません。

　　連続打継でのレイタンス処理が不要
　打継打設前に行う洗浄、脆弱部の除去を行う必要がありません。

　　施工作業が容易
　動力式または手動式スプレーでの塗布が可能です。

　　原液で使用可能
　原液のまま使用する事が出来ますので、作業場所で希釈する

必要はありません。

特　長

コンクリート用打継処理剤



使用方法

一般物性と塗布量

保管上の注意 荷　姿

先打ちコンクリート打設後、表面浮き水が無くなり次第、キッ

スコンを塗布します。

(塗布量：150g/㎡) 
キッスコンの塗膜硬化後、埃等が付かないよう、ブルーシート

を被せておきます。

後打ちコンクリート打設前にシートを取り外し、後打ちコンク

リートを打設します。

新コンクリート打設前に、旧コンクリート表面を清浄します。

脆弱部がある場合は除去して下さい。

旧コンクリート表面にキッスコンを塗布します。

(塗布量：150g/㎡) 
キッスコンの塗膜硬化後、新コンクリートを打設します。

ご使用前によくふって、均一な状態にしてから使用して下さい。

車両・機械等に付着した場合は直ぐに水洗いして下さい。

粘度が低い為、垂直面では使用せず水平面のみ、ご使用下さい。

目に入らないよう、ご注意下さい。目や皮膚に付着した場合は、直ぐに大量の水で洗い流して下さい。

その他安全性に関する詳細は、安全データシート（SDS）を参照ください。

使用上の注意

●諸物性
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キッスコン カタログ管理番号HC‐07‐HO‐03　21/02　1,250（TS）

（1）

（2）

直射日光及び高湿条件を避け、40℃以下にて保存して下さい。
冬期の保存は0℃以下にならないようにして下さい。
凍結すると分離し、使用できなくなります。

15ｋｇ/箱
エコロジーパック入

※スプレー噴霧に関して
   弊社では丸山製作所製の手動式スプレーを推奨しています。　
　スプレー名：背負半自動ダイヤフラム（容量：8.4ℓ）

※後打ちコンクリートの打設は1ヶ月以内に行なって下さい。
※接着をより強固にする為には別途エポキシ樹脂系の打ち継ぎ用
　接着剤「エポボンド」があります。

●新旧打継の場合 ●連続打継の場合

試験項目

※1：コンクリート単体強度(2.1N/㎟)を100%とした時の値（試験結果代表値）

▲打継接着性試験状況

単　位 社内規格値

75.2※1 71.9※1

外　観

粘　度

指触乾燥時間

固　形　分

打継接着性

●塗布量

希　釈　割　合

塗　布　量

1箱あたりの施工可能面積 100㎡

原液で使用

150g/㎡

̶

mPa・s

分

％

％

白色乳液

20以下

60以下

22±3
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＜ご注意＞ 都合により予告なく本資料の内容を変更する事があります。　※製品のお問い合わせは各支店・営業所までご連絡下さい。


